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漢方薬の原料となるオタネニンジン（別名：
チョウセンニンジン）は、大部分を海外からの輸
入に頼っており、国内での安定供給を求める声が
高まっています。

農林水産省委託プロジェクト研究「薬用作物の
国内生産拡大に向けた技術の開発」のオタネニン
ジンチームでは、オタネニンジンの高品質化、低
コスト化、および生産の安定化・省力化のための
技術開発に取り組んできました。

本手引きには、２０１６年度から５年間実施さ
れたプロジェクトの成果概要を取りまとめました。

本手引きが生産の一助となりますと幸いです。

２０２１年３月

チームリーダー 久保堅司
国立研究開発法人
農業・食品産業技術総合研究機構

本手引きは農林水産省委託プロジェクト「薬用作物の国内生産拡大
に向けた技術の開発」の成果を中心にとりまとめたものです。

はじめに



・本手引きに記載の技術の利用により、この通り
の効果が得られることを保証するものではあり
ません。

・農研機構および執筆者は、利用者が本手引きに
記載された技術を利用したこと、あるいは技術
を利用できないことによる結果や損害について、
一切責任を負いません。

・本手順書に記載された栽培歴、成果等は、主に
福島県、長野県および島根県における試験・調
査データ等をもとに作成しています。地域や気
象条件等により変動することをご留意ください。

・転載・複製する場合は、農研機構 東北農業研
究センターの許可を得て下さい。

免責事項



オタネニンジンの栽培歴…………………１

１．種子の発芽と生育を早める…………２
種子への植物ホルモン処理により発芽を、苗生育時の光強度と二酸化
炭素濃度を高めることにより生長を、早めることができます

２．栽培好適地を選ぶ……………………４
土壌が軟らかい圃場で栽培することにより根がよく生育します

３．根の生育・品質を高める……………５
肥料に頼らず堆肥などで時間をかけて地力を高めることが重要です

４．移植作業を省力化する………………７
チェーンポットを用いた機械移植により作業を省力化できます

５．早期に収穫する………………………８
根の成分含量は栽培３年目で規格を満たし、肥大は４年目に進みます

６．規格外品を活用する…………………９
ハネもの（色や形の良くない根）も生薬原料として活用できます
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0.05

0.15

吸⽔させた種⼦を100ppmのジベレリンに24時間浸漬し、
15℃で10週間処理することにより、芽切りを促せます。
この後、5℃・12週間の処理により、発芽します。

１. 種⼦の発芽と⽣育を早める
種⼦への植物ホルモン処理により発芽を、⽣育時の光強度と⼆酸化炭

素濃度を⾼めることにより苗の⽣⻑を、早めることができます

芽切りした種⼦
胚が膨らみ種⽪が割れます

発芽後は環境制御施設で栽培し、光強度を320μmol m-2 s-1、
⼆酸化炭素濃度を1500ppmまで⾼めることにより、苗の
⽣⻑を早められます。
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発芽と育苗の促進技術の導⼊により、
２年⽣苗を１年で⽣産できます。
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⼟壌の硬い圃場で栽培する際は、
ポリビニルアルコール（PVA）
系資材を施⽤ (100kg/10a) した
直後に耕耘・畝⽴てすることで、
団粒形成が促進されるため、
⼟壌の硬さと根の伸⻑の改善を
期待できます。

⽕⼭灰⼟壌 (⿊ボク⼟) の圃場は⼟が硬くなりにくく、
根の⽣育が良好です。

２. 栽培好適地を選ぶ
⼟壌が軟らかい圃場で栽培することにより根がよく⽣育します

本対策により、根の初期⽣育の改善が
期待できます。

２年⽣の苗
左：PVA施⽤、右：PVA施⽤なし
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オタネニンジンの⽣育を⾼めるためには、⼟壌や有機質肥料
からの窒素供給の改善が重要です。

作物体中の重窒素同位体⽐が⾼いことは、⼟壌や有機質
肥料からの窒素による寄与が⼤きいことを意味します。
このことは化学肥料に頼らない窒素の供給が重要である
ことを⽰しています。

３. 根の⽣育・品質を⾼める
肥料に頼らず堆肥などで時間をかけて地⼒を⾼めることが重要です

※福島県園芸試験場業務報告では「過分な追肥は肥効が低いばかり
か、根腐病などで⽋株が増える」とされています。（昭和48年）

注）重窒素同位体存在⽐は、有機質肥料で⾼く、化学肥料で低い値を⽰します。

５

■ ⽣育不良個体
■ ⽣育良好個体

⽣育良好個体では
重窒素同位体存在
⽐が⾼い値を⽰し
ます。



余剰な窒素成分は褐変等の品質低下に繋がります。

オタネニンジンの窒素成分を調べると、褐変している個体
ではグルタミン酸やグルタミンの濃度が⾼くなります。
⽣育に必要の無い窒素成分は、アミノ酸などに変わり、
褐変等の品質低下の要因になります。

窒素肥料に頼らない栽培法により、
根の品質の向上が期待できます。
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慣⾏直播
（点播）

チェーンポット
移植

チェーンポット移植は作業
時間を慣⾏移植の半分程度
に抑えることができます。

４. 移植作業を省⼒化する
チェーンポットを⽤いた機械移植により作業を省⼒化できます

チェーンポット機械移植により、
播種・移植の時間を約５０％削減できます。

チェーンポット移植は、浅植になり
やすいので、春の雪解け後に畝⽴て
を⾏い、⼟を軟らかくしたところに
移植します。

チェーンポット移植の
⼀年⽣苗の根⻑、根重は
慣⾏直播（点播）に⽐べ
良好です。

チェーンポットとは、数珠状に
連結した紙製のポットです。
専⽤の移植機を使うことで、
溝きり・植え付け・⼟寄せの作業
が同時に⾏えます。

主な使⽤資材
チェーンポット（規格CP305、株間5cm相当）、
移植機（ひっぱりくんHP-7Ⅳ）、播種⽳あけ器等
播種セット、いずれも⽇本甜菜製糖株式会社製、
セルトレイ⽤購⼊培⼟

７

総作業時間（時間/10a×⼈数）
播種 移植 合計

チェーンポット移植 28 23 51

慣⾏移植 12 86 98



通常の栽培年数は５〜６年ですが、医薬品原料としては、
従来より短い４年⽬での収穫が可能となります。

５. 早期に収穫する
根の成分含量は栽培３年⽬で規格を満たし、肥⼤は４年⽬に進みます

ギンセノシド（指標成分
Rg1、Rb1）の含有量は栽培
３年⽬の根でも規格を満た
しています。

栽培年数を短縮することで、
⽣産周期を⾼めることができます。

８

⽣根重の経年変化ギンセノシド含有量の
経年変化

栽培４年⽬から根の肥⼤が
進むため、収益性の⾯では
４年⽬の収穫も有効な選択
肢になります。
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６. 規格外品を活⽤する
ハネもの（⾊や形の良くない根）も⽣薬原料として活⽤できます

ハネものの活⽤により、
医薬品への原料供給量を

１０％⾼めることが期待できます。
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